
 

【
作
者
】
白
楽
天
（
七
七
二
～
八
四
六
年
）(

中
唐
時
代)

に
河
南
省
新
鄭
県
に
生
ま
れ
る
。
名
は
居
易
・
字
は
楽
天
、
酔
吟
先
生
・
香
山
居
士
は
号
で
あ
る
。
代
々
地
方
官
僚

で
家
は
貧
し
か
っ
た
。
日
夜
学
問
に
は
げ
み
十
六
歳
で
詩
を
作
っ
て
、
詩
壇
の
長
に
認
め
ら
れ
た
。
王
昭
君
の
詩
は
十
七
歳
の
時
の
作
。
二
十
八
歳
の
時
地
方
試
験
に

及
第
、
都
長
安
に
出
る
。
翌
年
進
士
に
、
更
に
上
級
試
験
を
二
つ
突
破
、
三
十
五
歳
で
高
級
官
僚
コ
ー
ス
を
歩
む
。 

【語
釈
】＊
漢
使…

漢
か
ら
の
使
者
。  

＊
卻
回…

還
る
。  

＊
憑…

た
の
む
。
依
頼
す
る
。  

＊
蛾
眉…

美
人
。
王
昭
君
の
こ
と
。  

＊
贖…

あ
が
な
う
。
買
う
。 

＊
不
如…

し
か
ず
。
お
よ
ば
な
い
。  

＊
別
情…

別
れ
の
悲
し
み
。 

【詩
の
鑑
賞
】 

当
時
、
元
帝
は
、
宮
廷
画
家
に
、
宮
女
た
ち
の
肖
像
画
を
描
か
せ
、
そ
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
者
を
寵
愛
し
た
。
そ
こ
で
、
宮
女
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
賄
賂
を
贈
り
、

美
し
く
描
か
せ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
王
昭
君
だ
け
は
贈
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
王
昭
君
は
絶
世
の
美
人
で
あ
り
な
が
ら
醜
女
に
描
か
れ
、
元
帝
の
寵
愛
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
政
略
結
婚
の
犠
牲
と
し
て
匈
奴
の
王
に
嫁
が
さ
れ
た
。
別
れ
の
あ
い
さ
つ
に
進
み
出
た
王
昭
君
を
見
て
、
元
帝
は
大
い
に
悔
や
み
、
そ
の
後
事
情

を
調
べ
て
画
家
を
殺
し
た
と
い
う
。
こ
の
詩
は
、
『王
昭
君
』（白
居
易
）は
、
匈
奴
に
嫁
が
さ
れ
た
、
王
昭
君
の
悲
し
み
を
う
た
っ
た
作
で
あ
る
。 


